
1

「ありがとう　お母さん「ありがとう　お母さん

これからもよろしく」これからもよろしく」

72 名が巣立った小学校卒業式。72名が巣立った小学校卒業式。
これまでの感謝の気持ちをこめて花をこれまでの感謝の気持ちをこめて花を
贈りました。大きく育ったわが子の姿贈りました。大きく育ったわが子の姿
に感慨深げなお母さん。に感慨深げなお母さん。
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新
年
度
は
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

町
で
は
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て

「
井
川
町
自
立
計
画
」
に
の
っ
と
り

平
成
18
年
度
に
役
場
の
町
長
部
局
を

７
課
か
ら
４
課
と
す
る
組
織
機
構
改

革
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
更
な

る
効
率
化
を
図
る
た
め
新
年
度
４
月

１
日
よ
り
町
長
部
局
を
４
課
か
ら
３

課
体
制
に
改
め
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
長
部
局
を
３
課
に
統
合

新
体
制
で
は
今
ま
で
４
課
（
総
務

企
画
課
・
税
務
町
民
課
・
健
康
福
祉

課
・
産
業
建
設
課
）
に
わ
た
っ
て
い

た
各
分
野
の
業
務
を
効
率
的
に
行
な

え
る
よ
う
業
務
全
般
を
見
直
し
、
３

課
（
総
務
課
・
町
民
課
・
産
業
課
）

に
再
編
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
っ
た
井
川

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
所
が
４

月
か
ら
は
役
場
内
に
移
り
ま
す
。

ま
た
各
課
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

に
班
を
設
け
て
、
限
ら
れ
た
人
員
で

幅
広
い
行
政
課
題
に
取
り
組
め
る
よ

う
な
柔
軟
な
行
政
執
行
体
制
を
志
向

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

４月から役場の４月から役場の

課名・班名 電話 有線

議会事務局 （874）4425 4511

総務課
総務班 （874）4411 4561

税務班 （874）4414 4500

出納室 （874）4412 4525

町民課

町民生活班 （874）4416 4411
戸籍窓口 （874）4415 4431

健康福祉班 （874）4417 4432

課名・班名 電話 有線

産業課
産業振興班 （874）4418 4546

建設班 （874）4420 4464

水道課 （874）4421 4422

農業委員会 （874）4419 4497

教育委員会・公民館
（874）4424 4538
（874）4422 4443

社会福祉協議会 （874）2611 4451
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■井川町役場業務分担表

議会事務局 議会、委員会等に関する事務

総務課

総務班
行政、選挙、財産管理、広域行政、有線放送、広報、総合振興計画、統計、

土地利用計画等に関する事務

税務班 町税・国保税の賦課徴収、地積等に関する事務

出納室 収入、支出、物品管理に関する事務

町民課

町民生活班
戸籍、住民登録、印鑑、消防防災、交通安全、防犯、子育て支援、青少年、

環境衛生、廃棄物、公害等に関する事務

健康福祉班
介護保険、福祉医療、社会福祉、障害福祉、国民健康保険、国民年金、

生活保護、後期高齢者医療等に関する事務

産業課

産業振興班 農林水産業、商工業、労働、企業誘致、観光、消費者行政に関する事務

建設班 道路、河川、住宅、下水道、宅地の分譲および造成等に関する事務

水道課 水道施設等に関する事務

農業委員会 農地権利の移転・設定・使用許可、農地あっせん、農業者年金に関する事務

教育委員会・公民館 教育行政一般、公民館活動に関する事務

社会福祉協議会
社会福祉、福祉相談、ボランティア・町民支援活動、共同募金、

シルバー人材センター等に関する事務

■井川町役場配置図

※議会事務局・教育委員会（公民館）は
　従来どおりの配置です
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平
成
平
成
2020
年
度
年
度

井
川
町

井
川
町
のの
当
初
予
算

当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

―
 

歳
入
・
歳
出
に 

25
億
８
、５
０
０
万
円
（
前
年
度
比
１
・
６
㌫
増
）
を
計
上 ―

町
政
運
営
の
基
本
方
針
よ
り

一般会計予算額

44万 5,000円
（H20年3月1日現在人口　5,806人）

■平成20年度一般会計予算の構成

介護認定事業特別会計

3,472万円（前年度比4.0 ㌫増）

介護保険制度の要介護認定業務を
行なうための経費を支出します

国民健康保険井川町診療所特別会計

1億 4,070万円（前年度比6.8 ㌫減）

診療所の診療および施設の維持・
管理に要する経費を支出します

特別会計・企業会計予算特別会計・企業会計予算
井川町には一般会計の他に９つの特別会
計と、水道事業を運営する企業会計があ
ります。

介護サービス事業特別会計

2億 8,900万円（前年度比0.1 ㌫増）

施設･在宅、デイサービス等の
介護サービス委託料等を支出します

介護保険事業特別会計

4億 8,500万円（前年度比2.7 ㌫増）

介護保険制度に係る経費を支出します

国民健康保険事業特別会計

6億 3,640万円（前年度比2.8 ㌫増）

農家や自営業、退職された方の医療費
を国と加入者で負担し合います

平
成
20
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予

算
は
、
国
の
方
針
に
よ
る
地
方
の
再

生
に
向
け
た
「
地
方
再
生
対
策
費
」

の
交
付
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り

前
年
度
と
比
較
し
て
４
、０
０
０
万

円
増
の
25
億
８
、５
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
９
つ
の
特
別
会
計
（
水
道

事
業
特
別
会
計
を
除
く
）の
総
額
は
、

後
期
高
齢
者
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う

老
人
保
健
特
別
会
計
の
大
幅
な
減
額

に
よ
り
20
億
８
、１
９
１
万
９
千
円

で
、
前
年
度
比
５
億
３
、２
６
８
万

４
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
行
政
改
革
を
徹
底

自
立
計
画
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
引
き
続
き
行
政
改
革
の
徹
底

と
財
政
状
況
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

職
員
数
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
計

画
以
上
に
進
ん
で
い
ま
す
。
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
や
介
護
保
険
法
の
改

正
、
子
育
て
支
援
事
業
等
で
計
画
策

地方交付税地方交付税
13億4,000万円13億4,000万円
(51.8％)(51.8％)

町債町債
2億4,391万円2億4,391万円
(9.4％)(9.4％)

県支出金

1億1,348万円（4.4％）

国庫支出金

5,367万円（2.1％）

地方消費税交付金
5,100万円(2.0％)

その他の交付金 2,162万円（0.8％）

利子割交付金 120万円
配当割交付金 50万円
株式等譲渡所得割交付金

50万円
自動車取得税交付金

1,300万円
地方特例交付金 341万円
交通安全対策特別交付金

80万円

町税町税
4億4,902万円4億4,902万円
(17.4％)(17.4％)

繰入金 7,791万円(3.0％)

使用料及び手数料 8,208万円(3.2％)

諸収入 7,174万円(2.8％)

分担金及び負担金 2,671万円（1.0％）

財産収入 616万円（0.2％）

寄付金 161万円（0.1％）

民生費民生費
6億3,215万円6億3,215万円
(24.5％)(24.5％)

公債費公債費
4億7,367万円4億7,367万円
(18.3％)(18.3％)

総務費総務費
3億5,904万円3億5,904万円
(13.9％)(13.9％)

消防費
1億4,108万円(5.5％)

議会費
5,851万円(2.3％)

商工費
285万円(0.1％)

その他 650万円（0.2％）

予備費 500万円
労働費 4万円
災害復旧費 31万円

歳　入
25億8,500万円25億8,500万円

歳　出
25億8,500万円25億8,500万円

依存財源

自主財源

○目的別歳出の内訳

○歳入の内訳

土木費土木費
3億5,836万円3億5,836万円
(13.9％)(13.9％)

農林水産費
1億4,804万円(5.7％)

教育費教育費
2億3,228万円2億3,228万円
(9.0％)(9.0％)

地方譲与税
4,830万円(1.9％)

衛生費衛生費
1億7,367万円1億7,367万円
(6.7％)(6.7％)
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水
水 清らかに住みよくやすらぐ まちづくり
○行政機構改革を行います

▽町道整備事業 ･･･････････････････････8,682 万円
（改良舗装・橋梁改修・側溝整備等）

▽八郎湖周辺広域廃棄物処理施設整備事業･･2,778 万円

▽彫刻コンクール入賞作品実制作・設置･･･2,443 万円

▽町内巡回バス購入 ･･･････････････････1,706 万円

▽消防施設整備事業 ･････････････････････972 万円

▽地区分館駐車場整備事業 ･･･････････････717 万円

▽後期高齢者医療・戸籍システム整備 ･･･1,218 万円

▽上水道管理設備等改修事業 ･･･････････6,342 万円

定
時
よ
り
事
務
量
が
増
大
し
て
い
ま

す
が
、
職
員
の
意
識
改
革
や
自
覚
と

責
任
を
持
っ
た
対
応
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
務
は
順
調
に
推
移
し
て
い

ま
す
。

４
月
か
ら
役
場
組
織
を
こ
れ
ま
で

の
４
課
体
制
か
ら
３
課
体
制
と
す
る

こ
と
で
、
更
な
る
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
再
編
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
低

下
を
招
く
こ
と
の
な
い
対
応
や
、
き

め
細
か
な
相
談
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
分
野
に
お
い
て
、
高

齢
者
対
策
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
「
社
会
福
祉

協
議
会
」
の
事
務
所
を
役
場
内
に
移

し
、
町
民
課
と
一
体
と
な
り
迅
速
な

対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

人
人 すこやかに生きがい育む まちづくり

▽循環器健診・各種検診等健康づくり事業 ･･ 2,922 万円

▽介護予防・包括的支援事業･･････････1,554 万円

▽老人福祉センター改修････････････････461 万円

緑
心

心 豊かに個性あふれる 人づくり

▽中学校整備事業････････････････････8,642 万円

▽楽器購入事業･･････････････････････1,500 万円

▽給食センター改修･･････････････････3,098 万円

▽スポーツ施設整備事業･･････････････1,279 万円

緑 さわやかに発展培う まちづくり

▽日本国花苑整備事業････････････････1,028 万円

▽中山間地域直接支払補助事業 ･･･････････394 万円

▽松くい虫防除対策事業････････････････333 万円

▽農地、水、環境保全向上対策事業･･････154 万円

▽経営体育成基盤整備事業･･････････････150 万円

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用

こ
れ
ま
で
の
寄
付
金
制
度
を
拡
充

し
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
、「
地
域

福
祉
の
向
上
や
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

べ
き
地
域
資
源
の
保
全
、
活
用
を
図

る
た
め
、社
会
福
祉
や
高
齢
者
福
祉
、

子
育
て
支
援
や
幼
児
教
育
、
国
花
苑

整
備
、
環
境
保
全
、
学
校
建
設
や
教

育
環
境
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」

と

い

っ

た

事
業
を
提
示

し
、
寄
付
者

の
意
向
が
よ

り
反
映
さ
れ

る
よ
う
「
井

川
町
ふ
る
さ

と
づ
く
り
基

金
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用

し
広
く
募
集
し
て
い
き
ま
す
。

町
内
巡
回
バ
ス
運
行

今
年
９
月
末
日
を
も
っ
て
路
線
バ

ス
「
井
川
線
」
が
廃
止
と
な
る
見
通

し
で
す
。

こ
れ
ま
で
議
会
や
行
政
改
革
懇
談

会
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
、
バ
ス
利

用
者
な
ど
の
意
見
を
も
と
に
検
討
し

て
き
ま
し
た
が
、
廃
止
に
伴
う
代
替

手
段
と
し
て
、
現
在
の
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
診
療
所
の
バ
ス
を
含
め
た

町
内
施
設
等
の
巡
回
バ
ス
を
運
行
し

利
便
性
を
確
保
し
ま
す
。
こ
の
た
め

辺
地
対
策
事
業
債
を
活
用
し
バ
ス
１

台
を
購
入
し
委
託
運
行
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■過去１０年の当初予算額の推移

水道事業会計

収益的支出　1億 2,416万円

（前年度比3.1 ㌫減）

資本的支出　１億1,420万円

（前年度比56.4 ㌫増）

安心して飲める水を供給するための
経費を支出します

下水道事業特別会計

3億 2,480万円（前年度比32.2 ㌫増）

下水道施設を維持・管理するための
経費を支出します

老人保健特別会計

6,660万円（前年度比91.1 ㌫減）

後期高齢者医療制度への移行に伴う
精算見込み額等を支出します

農業集落排水事業特別会計

5,680万円（前年度比0.4 ㌫増）

農業集落排水施設を維持・管理する
ための経費を支出します

後期高齢者医療特別会計

4,710万円（新設）　　　　　　

後期高齢者医療制度を運営する
広域連合への納付金等を支出します

■まちづくり基本構想に基づく主な取り組み

広
報
公
聴
活
動
の
推
進

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け

て
全
町
内
を
対
象
と
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
」
を
実
施
し
、
町
民
の

皆
様
と
幅
広
く
意
見
を
交
わ
し
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
町
民
の
数
も
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
広
報
公
聴
手
段
と
し
て
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。「
広
報
い
か
わ
」
で
は
引

き
続
き
多
角
的
な
視
点
に
た
っ
て
情

報
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

4,000,000

3,500,000

3,000,000

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0
H11

3,555,500千円3,555,500千円
特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム
さくら苑建設さくら苑建設

2,725,000千円2,725,000千円
彫刻コンクールが彫刻コンクールが

スタートスタート

2,858,000千円2,858,000千円
葹田地区農業葹田地区農業
集落排水事業集落排水事業

2,700,000千円2,700,000千円
地域イントラネット地域イントラネット

整備整備

2,790,000千円2,790,000千円
住宅整備事業住宅整備事業

（天神・小今戸）（天神・小今戸）
2,965,000千円2,965,000千円
地方特定道路整備地方特定道路整備
（今戸飯田川線）（今戸飯田川線）

2,764,000千円2,764,000千円
地方特定道路整備地方特定道路整備
（今戸飯田川線）（今戸飯田川線）

2,740,000千円2,740,000千円
地方特定道路整備地方特定道路整備
（今戸飯田川線）（今戸飯田川線） 2,585,000千円2,585,000千円

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

2,545,000千円2,545,000千円
地方特定道路整備地方特定道路整備
（防雪柵設置等）（防雪柵設置等）
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①
農
業
施
策
推
進
に
つ
い
て

生
産
調
整
関
連
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら

示
さ
れ
た
20
年
産
米
の
本
町
の
生
産
数
量

は
４
、３
４
０
㌧
で
、
前
年
産
と
比
較
し

て
３
５
８
㌧
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
去
る
１
月
24
日
、
水
田
農

業
推
進
協
議
会
を
開
催
し
、
基
準
反
収

５
７
４
㌔
、
作
付
目
標
面
積
７
５
３
・
６

㌶
と
決
定
し
農
協
等
の
生
産
方
針
作
成
者

に
情
報
提
供
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
農
協
で

は
、
２
月
７
日
付
け
で
各
農
家
に
生
産
数

量
目
標
等
の
配
分
を
し
ま
し
た
。

転
作
面
積
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
約
63

㌶
の
増
で
、
全
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
県
か
ら
の
説
明
で
は
、
直
播
栽
培
へ

の
取
り
組
み
や
「
こ
ま
ち
」
以
外
の
品
種

作
付
け
が
低
い
こ
と
等
に
よ
る
も
の
と
の

こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
同
方
法
で
算
定
さ

れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
改
善
指
導
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
主
食
用
米
の
消
費
減
少
が
続
く

中
で
、
作
付
面
積
が
減
少
せ
ず
過
剰
作
付

け
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
米
価
の
低
下

に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
生
産
調
整
の

実
効
性
を
確
保
し
、
米
価
の
安
定
を
図
る

体
制
づ
く
り
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
国
で
は
20
年
産
以
降
の
生
産
調

整
の
拡
大
・
定
着
を
図
る
た
め
、「
地
域

水
田
農
業
活
性
化
緊
急
対
策
」
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
対
策
の
仕
組
み

は
、
19
年
の
一
般
転
作
実
施
面
積
よ
り
多

く
一
般
転
作
実
施
す
る
面
積
に
つ
い
て
、

10
㌃
当
た
り
19
年
産
生
産
調
整
実
施
者
に

は
５
万
円
、
実
施
者
以
外
に
つ
い
て
は

３
万
円
を
「
緊
急
一
時
金
」
と
し
て
今
回

に
限
り
交
付
す
る
も
の
で
す
。
20
年
産
以

降
５
年
間
、
契
約
面
積
す
な
わ
ち
交
付
金

額
の
計
算
根
拠
と
な
っ
た
面
積
か
、
毎
年

農
協
等
か
ら
通
知
さ
れ
る
転
作
目
標
面
積

の
大
き
い
方
を
実
施
す
る
等
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。
町
の
水
田
農
業
推
進
協
議
会
で

は
２
月
中
旬
全
農
家
に
対
し
趣
旨
説
明
・

申
請
手
続
き
を
通
知
し
、
２
月
24
日
か
ら

４
日
間
受
付
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
２
月

末
現
在
、
団
体
５
集
団
、
個
人
77
人
か
ら

35
㌶
の
申
請
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
、

各
農
家
の
転
作
面
積
計
画
を
精
査
・
確
認

作
業
を
進
め
３
月
中
に
は
支
払
い
を
終
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
で
２
年
目
と
な
る
産
地
づ
く
り

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
去
る
12
月
25
日
付

の
県
か
ら
の
内
報
に
よ
れ
ば
、
20
年
度
に

お
い
て
は
約
９
、８
０
０
万
円
が
交
付
さ

れ
る
見
込
み
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

２
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
転

作
面
積
が
増
え
る
こ
と
に
伴
う
単
価
調
整

や
大
豆
団
地
の
面
積
要
件
、
対
象
作
物
・

出
荷
加
算
助
成
等
の
検
討
を
加
え
４
月
に

決
定
す
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
カ
ボ
チ
ャ
栽
培
に
つ
い
て
は
、

中
山
間
地
の
未
利
用
地
へ
の
有
力
な
転
作

作
物
と
の
認
識
か
ら
昨
年
度
来
進
め
て
き

ま
し
た
。
乾
燥
チ
ッ
プ
は
２
㌧
、
生
換
算

に
し
て
14
㌧
に
つ
い
て
販
売
先
、
加
工
業

者
と
も
に
単
価
等
の
目
処
が
た
ち
細
部
の

つ
め
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
生
出
荷

に
つ
き
ま
し
て
は
東
京
の
有
機
レ
ス
ト
ラ

ン
や
農
協
出
荷
の
実
績
・
需
要
を
把
握
、

勘
案
し
作
付
け
希
望
者
に
作
付
け
計
画
や

栽
培
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
商
工
業
振
興
へ
の
取
り
組
み

　

町
の
企
業
懇
談
会
で
は
、
去
る
２
月
21

日
、
会
員
８
名
が
研
修
視
察
を
実
施
し
ま

し
た
。
視
察
先
は
羽
後
町
の
協
和
精
工
株

式
会
社
と
大
仙
市
の
株
式
会
社
タ
ニ
タ
ハ

ウ
ジ
ン
グ
ウ
ェ
ア
秋
田
工
場
。
協
和
精
工

は
県
産
業
技
術
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
工
具
の
長
寿
命
化
等
を
図
り
国
内

外
に
製
造
出
荷
し
て
い
る
事
業
所
で
、
タ

ニ
タ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は
柔
軟
な
生
産
体
制
と

金
属
加
工
技
術
を
駆
使
し
て
雪
国
の
過
酷

な
自
然
状
況
に
も
壊
れ
に
く
い
屋
根
材
等

を
製
造
し
て
い
る
工
場
で
す
。
異
な
っ
た

業
種
の
会
員
が
こ
う
し
た
研
修
や
研
鑽
を

積
み
重
ね
情
報
の
共
有
・
交
流
を
拡
充
し

な
が
ら
個
々
の
経
営
や
相
互
伸
展
に
つ
な

が
っ
て
い

く
こ
と
を

期
待
し
て

い
ま
す
。

綱
木
沢

地
区
に
進

出
予
定
の

株
式
会
社

「
東
環
・
エ

コ
プ
ラ
ネ

ッ
ト
井
川
」

行
政
報
告
要
旨

議
員
改
選
後
初
の
定
例
会
と
な
る
３
月

定
例
議
会
が
３
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
日
の
本
会

議
で
は
町
長
の
行
政
報
告
に
続
き
、
４
議

員
か
ら
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、

町
か
ら
上
程
さ
れ
た
平
成
19
年
度
当
初
予

算
な
ど
38
案
件
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

行
政
報
告
の
要
旨
、
可
決
さ
れ
た
主
な

議
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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は
、
秋
田
市
黒
川
に
本
社
を
持
つ
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
か
ら
固
形
燃
料
を
製
造
す
る
企

業
で
す
。
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
や

農
地
転
用
等
の
協
議
も
進
み
、
周
辺
町
内

へ
の
説
明
会
も
終
え
て
開
発
行
為
に
つ
い

て
関
係
部
署
と
の
事
前
協
議
中
で
す
。
今

年
７
月
の
操
業
を
予
定
し
、
当
初
30
人
体

制
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
地
元
雇
用
や
商
工
振
興
の
拡
大
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

③
広
域
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

　

八
郎
湖
周
辺
清
掃
事
務
組
合
「
ご
み
処

理
施
設
建
設
工
事
」
の
本
工
事
の
進
捗
状

況
は
、
建
築
工
事
を
完
了
し
、
１
月
末
現

在
で
96
％
の
出
来
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
工
事
現
場
で
は
周
回
道
路
及

び
駐
車
場
等
の

外
構
工
事
と
並

行
し
て
２
月
１

日
か
ら
ゴ
ミ
の

受
け
入
れ
を
開

始
し
、
熱
回
収

施
設
及
び
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
の

調
整
試
験
運
転

を
行
っ
て
い
ま

す
。

ま
た
、
こ
の
あ
と
両
施
設
の
引
き
渡
し

性
能
試
験
を
踏
ま
え
て
、
３
月
28
日
に
は

本
施
設
の
竣
工
式
を
開
催
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

④
し
尿
汲
み
取
り
料
金
改
定
に
つ
い
て

一
般
家
庭
の
汲
み
取
り
料
金
に
つ
い
て

は
、
収
集
量
の
減
少
や
運
行
等
の
維
持
費

の
高
騰
に
よ
り
、
引
き
上
げ
を
要
請
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
料
金
は
、
平

成
13
年
５
月
に
設
定
し
た
も
の
で
、
下
水

道
等
の
普
及
に
伴
い
、
し
尿
の
搬
入
量
が

年
々
減
少
し
、
組
合
及
び
汲
み
取
り
業
者

等
の
処
理
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
と
八
郎
潟
町
で
協

議
し
、
４
月
１
日
か
ら
１
㍑
当
た
り
７
円

か
ら
10
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
受
益
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

を
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

な
お
、
施
設
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま

す
。
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設
の
供

用
地
域
内
に
お
き
ま
し
て
は
、
早
期
に
接

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

⑤
消
防
組
織
の
統
合
に
つ
い
て

消
防
広
域
化
を
推
進
す
る
た
め
推
進
計

画
を
策
定
し
て
い
る
県
で
は
、
去
る
12
月

27
日
、
第
２
回
秋
田
県
消
防
広
域
化
推
進

懇
談
会
を
開
催
し
、
県
内
を
７
ブ
ロ
ッ
ク

に
再
編
す
る
案
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
の
案
で
は
、
本
町
は
、
男
鹿
地

区
消
防
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部
、
湖

東
地
区
行
政
一
部
事
務
組
合
消
防
本

部
、
五
城
目
町
消
防
本
部
を
統
合
し
、
人

口
９
万
９
、３
２
５
人
（
平
成
17
年
国
勢

調
査
）、
面
積
７
㌔
㎡
（
平
成
18
年
10
月

現
在
）
を
管
轄
す
る
消
防
本
部
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
受
け
て
、

去
る
１
月
11
日
、
関
係
市
町
村
長
に
よ
る

首
長
会
議
を
開
催
し
、「
男
鹿
市
・
潟
上
市
・

南
秋
田
郡
消
防
広
域
化
協
議
会
」
を
設
置

し
、
平
成
21
年
度
の
統
合
に
向
け
て
具
体

的
に
協
議
を
す
す
め
、
早
急
に
調
整
を
図

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
湖
東
地
区
行
政
一
部
事
務
組

合
は
、
潟
上
市
（
旧
昭
和
町
、
旧
飯
田
川

町
）、
八
郎
潟
町
、
本
町
の
葬
祭
業
務
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
市
町
村
で
は
、

指
定
管
理
者
等
に
よ
り
葬
祭
場
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
消
防
業
務
に
つ
い
て

統
合
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
葬
祭
業
務
を
行
う
た
め
の
運
営
母
体

に
つ
い
て
も
並
行
し
て
協
議
を
す
す
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑥
秋
田
県
後
期
高
齢
者
制
度
に
つ
い
て

４
月
よ
り
75
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
９
月
、
12
月
定
例
議
会
等
で

報
告
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
県
の
広
域

連
合
で
細
部
に
わ
た
り
事
務
要
綱
、
要
領

等
の
策
定
を
す
す
め
て
お
り
、
３
月
中
に

は
体
制
が
整
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

井
川
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て
は
、 

町
が
行
う
事
務
、
町
が

徴
収
す
べ
き
保
険
料
、
保
険
料
の
納
期
等

を
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

全
市
町
村
が
制
定
す
る
も
の
で
す
。

⑦
特
定
健
診
制
度
に
つ
い
て

平
成
20
年
４
月
か
ら
、こ
れ
ま
で
の「
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
か
ら
「
病

気
に
な
る
前
に
ま
ず
予
防
」
へ
と
、
健
診

◇可決された予算案件◇

■一般会計歳入歳出予算から、それぞれ2,330万円
を追加して、予算総額27億5,010万円としました。

補正の主なものは、
◇マイタウンバス路線等維持費補助金
 853 万 4千円の追加
◇減債基金積立金 2,000 万円の追加
◇後期高齢者医療制度ソフトウェア開発等
 1,024 万 2千円の追加
◇井川町診療所特別会計繰出金
 1,994 万 2千円の追加
◆県営ふるさと農道整備事業費 700 万円の減額
◆湖東地区行政一部事務組合負担金 

519 万２千円の減額
◆人件費 220 万円の減額
◆老人保護措置費負担金 260 万円の減額

■井川町美しいまちづくり条例の全文を改正し、豊
かで自然と調和した井川町を創るための基本的な
事項を定めました。

■個人情報の保護および適正な取り扱いについての
事項を定め、個人の権利利益を保護するために井
川町個人情報保護条例を制定しました。

■任期満了に伴って、固定資産評価審査委員に伊藤
勝巳氏（上村）が再任されました。
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と
保
健
指
導
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。　
　

対
象
は
40
歳
か
ら
74
歳
の
人
（
75
歳
以

上
は
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
で
す
が
、

各
人
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
者
が
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）の
予
防
の
考
え
方
を
と
り
入
れ
、

「
特
定
健
診
」
と
「
特
定
保
健
指
導
」
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
こ
う
し
た
考
え

方
の
基
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
健
診
項
目
に
加
え
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
制
度
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 　
　
　
　

基
本
的
に
は
従
来
の
循
環
器
健
診
の
中

に
健
診
項
目
を
と
り
入
れ
、
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
国
保
加
入
者
以
外
の

方
に
つ
い
て
は
、
各
保
険
者
と
の
契
約
を

す
す
め
る
方
向
で
作
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
な
お
、
本
年
度
は
、
制
度
ス
タ
ー
ト

の
年
で
も
あ
り
、
多
少
の
時
間
や
、
煩
雑

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
健
診

を
受
け
る
方
々
の
負
担
が
増
え
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
循
環
器
健
診
が
今
年
、
45
年
目

の
節
目
を
向
か
え
ま
す
。
こ
れ
を
契
機

に
改
め
て
日
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
等
を

考
え
る
と
と
も
に
健
診
の
充
実
を
図
る
た

め
、
６
月
頃
を
目
途
に
45
周
年
の
記
念
式

典
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

⑧
人
事
交
流
に
つ
い
て

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

自
治
研
修
所
で
行
う
多
方
面
の
研
修
に
対

し
て
受
講
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
研
修
機
会
を
設

け
て
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
初

め
て
の
試
み
と
し
て
、
潟
上
市
と
保
育
士

の
人
事
交
流
を
行
い
ま
す
。

平
成
18
年
10
月
か
ら
は
認
定
こ
ど
も
園

と
し
て
幼
保
一
体
教
育
を
す
す
め
て
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
潟
上

市
と
保
育
士
の
交
流
を
行
い
、
今
後
の
本

町
の
幼
児
教
育
の
推
進
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
交
流
期
間
は
、
１
年
で
あ
り
ま

す
が
、
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
交
流
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

⑨
第
三
次
井
川
町
総
合
振
興
計
画

後
期
実
施
計
画
の
実
績
見
込
み

平
成
18
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期

実
施
計
画
の
平
成
19
年
度
の
実
績
見
込
額

は
、
計
画
額
の
３
億
４
、５
０
０
万
円
に

対
し
、
１
・
４
％
減
の
３
億
４
、０
０
０
万

円
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
要
課
題
で
あ
る
「
水　

清
ら
か
に　

住
み
よ
く
や
す
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
は
、
計
画
額
と
比
較
し
て
１
・
４
ポ

イ
ン
ト
減
の
２
億
１
、７
０
０
万
円
で
、

そ
の
内
訳
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス

テ
ム
整
備
事
業
費
は
増
額
と
な
っ
た
も
の

の
、
上
水
道
施
設
整
備
事
業
費
、
彫
刻
整

備
事
業
費
の
減
額
な
ど
に
よ
り
若
干
下
回

っ
た
も
の
で
す
。

「
人　

す
こ
や
か
に　

生
き
が
い
育
む
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
15
・
９
ポ
イ

ン
ト
増
の
５
、１
０
０
万
円
で
、
住
民
健

康
づ
く
り
事
業
費
の
増
額
分
で
す
。

「
緑　

さ
わ
や
か
に　

発
展
培
う
ま
ち

づ
く
り
」
で
は
、
12
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
の

６
、５
０
０
万
円
で
、
県
営
ふ
る
さ
と
農

道
整
備
事
業
費
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
心　

豊
か
に　

個
性
あ
ふ
れ
る
ひ
と

づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
計
画
と
同
額
の

７
０
０
万
円
で
す
。

⑩
第
三
次
井
川
町
総
合
振
興
計
画

後
期
実
施
計
画
に
つ
い
て

計
画
期
間
は
、
平
成
18
年
度
よ
り

５
カ
年
間
の
平
成
22
年
度
ま
で
で
す

が
、
平
成
20
年
度
の
計
画
額
は
総
額
で

３
億
４
、８
０
０
万
円
の
見
込
み
で
す
。

「
水　

清
ら
か
に　

住
み
よ
く
や
す
ら

ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
２
億
５
、９
０
０
万

円
、
内
訳
と
し
て
、
地
方
特
定
道
路
整

備
事
業
等
に
７
、７
０
０
万
円
、
八
郎
湖

周
辺
広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業

に
２
、８
０
０
万
円
、
彫
刻
整
備
事
業
に

２
、４
０
０
万
円
、
巡
回
バ
ス
購
入
事
業

に
１
、７
０
０
万
円
、
消
防
施
設
整
備
事

業
に
１
、０
０
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

「
人　

す
こ
や
か
に　

生
き
が
い
育
む
ま

ち
づ
く
り
」
は
５
、０
０
０
万
円
の
見
込

み
で
、
内
訳
は
住
民
健
康
づ
く
り
事
業
に

２
、９
０
０
万
円
、
介
護
予
防
、
包
括
支

援
事
業
に
１
、６
０
０
百
万
円
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
５
０
０
万
円
な

ど
で
す
。

「
緑　

さ
わ
や
か
に　

発
展
培
う
ま
ち

づ
く
り
」
に
は
２
、
４
０
０
万
円
、
内

訳
と
し
て
日
本
国
花
苑
整
備
事
業
に

１
、０
０
０
万
円
、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
に
４
０
０
万
円
、
松
く
い
虫
防
除
対

策
事
業
に
３
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

「
心　

豊
か
に　

個
性
あ
ふ
れ
る
ひ
と
づ

く
り
」
に
は
１
、５
０
０
万
円
、
内
訳
は

中
学
校
整
備
事
業
に
９
０
０
万
円
、
給
食

セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
に
３
０
０
万
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑪
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
及
び
小
中
学
校
の

入
所
入
学
状
況
に
つ
い
て

  

平
成
20
年
度
の
入
所
入
学
状
況
は
、
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
の
保
育
園
95
名
、
幼
稚
園

47
名
の
入
園
で
、
園
長
を
含
め
て
13
名
の

職
員
で
保
育
に
あ
た
り
ま
す
。

  

本
町
の
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
18

年
10
月
16
日
、
全
国
初
の
認
定
こ
ど
も
園

と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
一
つ

の
施
設
で
幼
児
教
育
、
保
育
、
子
育
て
支

援
を
総
合
的
に
提
供
す
る
機
能
を
備
え
た

施
設
と
し
て
、
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る

拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。具
体
的
に
は
、

保
護
者
の
就
労

形
態
の
多
様
化

や
様
々
な
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
に
、

乳
児
保
育
、
延

長
保
育
、
障
害

児
保
育
、
出
産

休
暇
終
了
直
後

か
ら
の
保
育
を
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実
施
す
る
と
と
も
に
、
在
宅
児
を
対
象
と

し
て
、
保
護
者
が
家
庭
に
お
け
る
育
児
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
、
一
時
的
に
児
童
の

保
育
を
実
施
す
る
一
時
保
育
事
業
、
育
児

相
談
や
在
宅
親
子
の
集
い
の
場
「
わ
い
わ

い
広
場
」
の
開
催
、
育
児
サ
ー
ク
ル
の
育

成
・
支
援
等
を
行
う
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
等

を
実
施
し
、
総
合
的
な
子

育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て

さ
ら
な
る
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。

経
済
的
な
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
す
こ
や
か
子

育
て
支
援
事
業
、
ひ
と
り

親
家
庭
児
童
保
育
援
助
費

補
助
事
業
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事

業
な
ど
で
、
引
き
続
き
保
育
園
・
幼
稚
園

の
保
育
料
を
軽
減
あ
る
い
は
無
料
と
す
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

 

小
・
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
学

校
は
児
童
数
２
８
６
名
、
学
級
数
13
学
級

（
う
ち
特
別
支
援
学
級
が
２
学
級
）
で
、

校
長
を
含
め
20
名
の
配
置
内
示
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
は
生
徒
数

１
７
９
名
、
８
学
級
（
う
ち
特
別
支
援
学

級
が
２
学
級
）
で
、
校
長
を
含
め
18
名
の

配
置
内
示
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
後
、

県
の
少
人
数
学
習
推
進
事
業
と
し
て
中
学

校
に
１
名
の
非
常
勤
講
師
の
加
配
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

 
次
に
、
学
校
給
食
費
の
値
上
げ
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
成
長
期
に
あ
る
子
ど

も
に
と
っ
て
、
健
全
な
食
生
活
は
健
康
な

心
身
を
育
む
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、
将
来
の
食
生
活
の
形
成

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。町
で
は
、

こ
れ
ま
で
教
育
活
動
と
し
て
、
学
校
給
食

を
通
し
た
食
に
関
す
る
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
地
産
地
消
を
進
め
て
い
く
た
め
、

町
内
生
産
者
団
体
等
と
連
携
し
、
地
場
産

物
の
活
用
の
推
進
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の

生
産
者
や
生
産
に
関
す
る
情
報
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
品
目
な
素
材
、
安

全
な
食
素
材
や
加
工
品
を
使
用
し
、
安
心

安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
供
給
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
原
油
高
騰

な
ど
に
伴
う
食
品
の
値
上
げ
に
加
え
、
中

国
産
冷
凍
ギ
ョ
ウ
ザ
が
原
因
と
疑
わ
れ
る

健
康
被
害
事
例
の
発
生
を
受
け
て
、
中
国

産
の
食
材
の
使
用
を
控
え
る
こ
と
な
ど
に

よ
る
製
品
の
値
上
げ
な
ど
を
勘
案
し
て
、

20
年
度
は
給
食
費
を
15
円
ア
ッ
プ
し
、
小

学
校
２
６
５
円
、
中
学
校
３
２
５
円
に
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
児
童

生
徒
一
人
当
た
り
の
負
担
は
年
間
で
概
ね

２
、８
０
０
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

今
後
と
も
給
食
用
食
品
の
安
全
性
の
確

保
に
万
全
の
注
意
を
払
い
、
学
校
給
食
に

お
け
る
衛
生
管
理
の
一
層
の
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
食
に
関
す
る
指
導
を
充
実
さ

せ
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
や
食
に
関

す
る
理
解
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

先
月
末
、
井
川
町
が
故
郷
と
言

う
３
代
目
英
語
指
導
助
手
だ
っ
た

ア
ン
デ
ィ
一
家
が
来
町
し
た
。
秋

田
市
土
崎
出
身
の
千
緒
子
夫
人
の

里
帰
り
の
途
次
、鈴
木
都
さ
ん
（
街

道
町
内
）
宅
に
立
ち
寄
っ
た
。
急

な
こ
と
だ
っ
た
が
鈴
木
さ
ん
の
は

か
ら
い
で
、
当
時
の
英
会
話
教
室

の
生
徒
、
鈴
木
さ
ん
の
隣
人
、
現

指
導
助
手
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
さ

ん
、
ア
ン
デ
ィ
一
家
の
友
人
で
一

緒
に
来
日
し
た
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
一

家
も
加
わ
っ
て
、
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
一
夕
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

鈴
木
さ
ん
は
歴
代
の
英
語
指

導
助
手
に
「
日
本
の
母
さ
ん
」
と

慕
わ
れ
て
い
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ナ
さ
ん
も
日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
で

「
日
本
へ
き
て
鈴
木
さ
ん
と
知
り

あ
っ
て
、
初
め
て
ホ
ッ
と
し
た
」

と
、
述
べ
て
い
た
。
歴
代
の
指
導

助
手
は
来
町
当
初
は
言
葉
が
通
じ

な
い
も
ど
か
し
さ
で
「
家
へ
帰
れ

ば
ワ
ァ
ー
と
大
声
を
あ
げ
た
く
な

る
」
と
口
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
異

郷
の
地
で
孤
独
感
に
さ
い
な
ま
さ

れ
た
時
の
〝
か
け
こ
み
寺
〞
の
役

目
を
鈴
木
さ
ん
が
担
っ
て
き
た
の

だ
ろ
う
。
単
に
英
語
が
堪
能
で
意

思
の
疎
通
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

家
族
や
隣
人
と
同
じ
よ
う
に
親
身

に
な
っ
て
世
話
を
す
る
か
ら
だ
と
、

思
う
。

今
回
、
ア
ン
デ
ィ
さ
ん
一
行
が

町
に
到
着
し
た
の
は
夜
遅
く
だ
っ

た
。
夕
食
を
済
ま
せ
て
な
い
一
行

に
鈴
木
さ
ん
が
提
供
し
た
の
は
熱

い
ご
飯
に
バ
タ
ー
を
ま
ぶ
し
た
も

の
だ
っ
た
そ
う
だ
。
私
た
ち
の
感

覚
か
ら
す
れ
ば
豪
華
な
食
事
と
は

思
え
な
い
が
、
腹
が
ペ
コ
ペ
コ
の

一
行
に
は
「
お
い
し
か
っ
た
」
そ

う
だ
。
当
然
だ
ろ
う
と
、
思
う
。

料
理
が
素
早
く
で
き
る
の
み
な
ら

ず
、
こ
の
家
庭
的
な
サ
ー
ビ
ス
や

心
配
り
が
彼
我
の
差
を
越
え
て
人

の
心
を
打
つ
の
で
は
な
い
か
。
バ

タ
ー
ラ
イ
ス
に
込
め
ら
れ
た
愛
情

あ
ふ
れ
る
心
根
は
何
ん
と
も
豪
華

で
は
な
い
か
。

英
語
指
導
助
手
を
導
入
し
て
か

ら
今
年
で
20
年
に
な
る
。
学
校
で

10
年
間
も
英
語
の
勉
強
を
し
な
が

ら
、
会
話
は
ま
っ
た
く
出
来
な
い

と
い
う
自
身
の
反
省
か
ら
子
ど
も

達
に
は
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
と

の
想
い
は
勿
論
だ
っ
た
。
そ
れ
以

上
に
外
国
人
が
在
町
す
る
こ
と
で

町
民
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
と
の
想

い
も
強
か
っ
た
。
私
た
ち
は
外
国

人
を
迎
え
る
と
き
、
歓
待
の
手
法

と
し
て
無
理
を
し
て
必
要
以
上
の

こ
と
を
し
が
ち
だ
。
だ
か
ら
交
流

も
億
劫
に
な
る
。
普
段
着
の
ま
ま

で
つ
き
あ
い
た
い
。
バ
タ
ー
ラ
イ

ス
こ
そ
そ
の
よ
い
例
だ
と
、
思
う
。

そ
れ
に
し
て
も
「
井
川
は
私
の
故

郷
」と
言
う
ア
ン
デ
ィ
の
想
い
は
近

来
に
な
く
う
れ
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
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■
議
会
事
務
局

　

局　

長　

工
藤 

光
信
（
総
務
企
画
課
参
事
）

■
出

納

室

　

会
計
管
理
者

　

室　

長　

幡
宮 

正
光
（
出
納
室
長
・
税
務
町
民
課
長
）

　

室
長
補
佐　

伊
藤 

祐
子
（
産
業
建
設
課
長
補
佐
）

　

主　

査　

川
村 

喜
之

■
総

務

課

　

課　

長　

遠
藤 

兼
美
（
総
務
企
画
課
長
）

▼
総
務
班

　

主　

査　

伊
藤 

恒
子(

総
務
企
画
課
主
査
）

　

主　

査　

松
田 

淳
子
（
出
納
室
主
査
）

　

主　

査　

鷲
谷 

仁
美
（
総
務
企
画
課
主
査
）

　

主　

査　

鈴
木 　

嘉
（
総
務
企
画
課
主
査
）

　

主　

任　

湊 　

和
樹
（
総
務
企
画
課
主
任
）

　

主　

任　

渡
部 

孝
夫
（
総
務
企
画
課
主
任
）

　

主　

任　

半
田 

秀
人
（
税
務
町
民
課
主
任
）

　

主　

任　

鷲
谷 

幸
平
（
教
育
委
員
会
主
任
）

　

主　

任　

森
田 

武
夫
（
総
務
企
画
課
主
任
）

　

運
転
係
長　

嵯
峨 

國
男
（
総
務
企
画
課
運
転
係
長
）

▼
有
線
放
送
セ
ン
タ
ー

　

主　

査　

佐
藤
美
智
子
（
税
務
町
民
課
主
査
）

　

主　

任　

高
橋 

幸
司
（
税
務
町
民
課
主
任
）

▼
税
務
班

　

課
長
補
佐　

半
田 

久
士
（
税
務
町
民
課
長
補
佐
）

　

主　

査　

菅
生
チ
ヨ
ミ
（
税
務
町
民
課
主
査
）

　

主　

査　

伊
藤 　

修
（
税
務
町
民
課
主
任
）

　

主　

事　

遠
藤 

俊
貴
（
税
務
町
民
課
主
事
）

■
町

民

課

　

課　

長　

鈴
木 

敏
昭
（
産
業
建
設
課
長
）

　　

主　

幹　

伊
藤
弥
志
長
（
診
療
所
事
務
局
長
）

　

参　

事　

伊
藤 

律
子
（
健
康
福
祉
課
参
事
）

　

参　

事　

鷲
谷 

利
和
（
税
務
町
民
課
参
事
）

▼
健
康
福
祉
班

　

主　

査　

伊
藤 

則
子
（
健
康
福
祉
課
主
査
）

　

主　

査　

鈴
木 　

忍
（
健
康
福
祉
課
主
査
）

　

主　

査　

伊
藤 

一
彦
（
健
康
福
祉
課
主
査
）

　

主　

査　

渡
部 

章
子
（
健
康
福
祉
課
主
査
）

　

主　

任　

鷲
谷 

康
之
（
健
康
福
祉
課
主
任
）

▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
」

　

主　

査　

伊
藤 

信
子
（
産
業
建
設
課
主
査
）

▼
健
康
セ
ン
タ
ー

　

主　

任　

村
井 

幸
子
（
健
康
福
祉
課
主
任
）

　

保
健
師　

湊 

百
合
子
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）

　

保
健
師　

安
田 　

望
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）

　

保
健
師　

山
崎
タ
ヱ
子  

再
任
用

▼
町
民
生
活
班

　

主　

査　

二
田 

清
子
（
税
務
町
民
課
主
査
）

　

主　

任　

渡
辺 　

寿
（
税
務
町
民
課
主
任
）

　

主　

任　

松
岡 　

明
（
税
務
町
民
課
主
任
）

▼
介
護
情
報
セ
ン
タ
ー

　

課
長
補
佐　

宮
田
ヨ
シ
子  

潟
上
市
高
齢
福
祉
課
長
補
佐

　

課
長
補
佐　

鷲
谷
五
十
鈴
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
）

▼
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

　

主　

任　

遠
藤 

慶
太
（
健
康
福
祉
課
主
任
）

▼
井
川
町
診
療
所

　

所　

長　

吉
川 

晴
夫

　

事
務
長　

勝
田 

政
司
（
税
務
町
民
課
長
補
佐
）

　

主　

任　

森
田 

陽
子

　

看
護
師　

伊
藤 

佳
子

　

看
護
師　

畠
山 

千
春

　

准
看
護
師　

鈴
木 

鈴
子

　

准
看
護
師　

工
藤
美
穂
子

■
産

業

課

　

課　

長　

遠
藤 

民
雄
（
水
道
課
長
・
産
業
建
設
課
主
幹
）

　

課
長
補
佐　

伊
藤 

正
信
（
産
業
建
設
課
長
補
佐
）

　

課
長
補
佐　

鷲
谷 　

浩
（
産
業
建
設
課
主
査
）

▼
産
業
振
興
班

　

主　

査　

伊
藤 

祐
幸
（
農
業
委
員
会
主
査
）

　　

主　

査　

小
林 

夏
子
（
産
業
建
設
課
主
査
）

　

主　

任　

半
田 

一
博
（
産
業
建
設
課
主
任
）

▼
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
「
国
花
苑
」

　

主　

査　

伊
藤
美
恵
子
（
選
挙
管
理
委
員
会
主
査
）

▼
建
設
班

　

主　

任　

安
田 　

譲
（
教
育
委
員
会
主
任
）

▼
農
業
委
員
会

　

課
長
補
佐　

半
田 　

智
（
介
護
情
報
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
）

■
水

道

課

　

課　

長　

遠
藤 

民
雄

　

主　

査　

鷲
谷 

雪
雄

　

主　

任　

伊
藤 

卓
也

　

主　

任　

伊
藤 

佳
子
（
教
育
委
員
会
主
任
）

　

主　

任　

齊
藤 　

仁

■
教
育
委
員
会

　

事
務
局
長　

幡
宮
姫
佐
子

　

次　

長　

松
田 

和
隆
（
産
業
建
設
課
主
査
）

　

主　

査　

遠
藤 　

環

　

主　

任　

若
狭 

善
友

　

主　

事　

伊
藤 

千
里  

新
採
用

▼
小
学
校

校
務
係
長　

中
山 

弘
子

▼
中
学
校

　

校
務
係
長　

藤
田 

イ
子

　

校
務
係
長　

中
道 

恵
子(

小
学
校
務
係
長
）

▼
給
食
セ
ン
タ
ー

　

主　

任　

伊
藤 

健
一
（
産
業
建
設
課
主
任
）

　

調
理
員　

鷲
谷 

智
鶴

▼
町
民
体
育
館

　

主　

任　

安
田 

和
利

▼
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

園　

長　

鷲
谷 

清
利

　

副
園
長　

齊
藤
眞
紀
子
（
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
査
）

　

副
園
長　

鈴
木
美
知
子
（
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
査
）

　

主　

査　

伊
藤 

昌
子

　

主　

査　

小
野
百
合
子  

兼
小
学
校

　

主　

査　

畠
山 
紀
子

　

主　

査　

石
井 

高
子

　

主　

任　

青
木
さ
お
り
（
潟
上
市
中
央
保
育
園
主
任
）

　

主　

任　

戸
澤 

玲
子

　

主　

事　

齋
藤
九
三
子  

新
採
用

▼
潟
上
市
若
竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

　

主　

査　

齊
藤 　

優
（
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
主
査
）

定
年
退
職
者

　

健
康
福
祉
課
長　

遠
藤 

政
勝

　

議
会
事
務
局
長　

菅
生 

善
作

　

副

園

長　

藤
田 

孝
子

　

保

健

師　

山
崎
タ
ヱ
子

　

運

転

係

長　

渡
部 

錦
栄

　

補
助
看
護
師　

石
井
久
美
子

教
職
員
異
動

■
井
川
小
学
校

【
転
出
】

　

教　

諭　

安
田
真
紀
子
（
日
新
小
）

　

教　

諭　

渡
部 

和
朝
（
県
高
校
教
育
課
）

【
転
入
】

　

教　

諭　

加
藤 

琢
大
（
天
王
中
）

　

教　

諭　

石
川
裕
見
子
（
尾
崎
小
）

　

欠
員
補
充
講
師　

加
藤 　

敦

　

教
育
専
門
官　
　

合
田
マ
キ
子

■
井
川
中
学
校

【
転
出
】

　

校　

長　

田
村 

良
則
（
山
本
中
）

　

教　

頭　

小
松 　

忠
（
秋
大
付
属
中
）

　

教　

諭　

工
藤
百
合
子
（
外
旭
川
中
）

　

教　

諭　

鈴
木 　

衛
（
仙
南
中
）

【
転
入
】

　

校　

長　

佐
藤 

照
男
（
秋
田
南
中
）

　

教　

頭　

森
合 

一
郎
（
上
新
城
中
）

　

教　

諭　

佐
藤 

光
二
（
男
鹿
東
中
）

　

教　

諭　

藤
島 

美
子
（
雄
勝
中
）

　

教　

諭　

高
橋 

晶
子
（
天
王
南
中
）

　

教　

諭　

目
黒 　

健
（
男
鹿
東
中
）

　

少
人
数
学
習
非
常
勤
講
師　

豊
嶋 

妙
子

　

育
休
補
充
事
務
職
員　

夏
井
奈
保
美

平成20年度平成20年度

井川町役場執務体制井川町役場執務体制

および人事異動および人事異動

（　）内は前年度所属  

10
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退
任
に
あ
た
っ
て

平
成
16
年
６
月
に
助
役
を
拝
命
し
、
井
川

町
役
場
に
赴
任
し
て
か
ら
約
四
年
間
で
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
間
井
川
町
の
み
な
さ
ま
は

余
所
者
の
私
に
暖
か
く
接
し
て
下
さ
り
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
井
川
町
に
赴
任
し
た
平
成
16
年
当
時

は
合
併
協
議
の
最
中
で
あ
り
ま
し
た
。

合
併
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
単
独
立
町
で

行
く
か
に
つ
い
て
３
度
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
合
併
に
賛
成
す
る

意
見
も
反
対
す
る
意
見
も
過
半
数
に
達
す
る

こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ず

れ
も
絶
対
多
数
に
は
至
ら
ず
比
較
多
数
意
見

の
も
と
に
自
立
を
選
択
し
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
こ
と
は
み
な
さ
ま
ご
承
知
の
と

お
り
で
す
。

町
長
の
指
示
の
も
と
、体
制
整
備
と
し
て
、

役
場
の
内
で
は
意
識
改
革
と
機
構
改
革
を
並

行
し
て
進
め
、
外
に
対
し
て

は
産
業
振
興
を
図
る
こ
と
を

重
点
目
標
に
掲
げ
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
来
ま
し

た
が
未
だ
道
半
ば
で
こ
れ
か

ら
が
正
念
場
で
す
。

充
分
な
成
果
を
得
ら
れ
て

い
な
い
の
は
私
の
不
徳
と
力

量
不
足
に
拠
る
も
の
と
思
っ

て
お
り
責
任
を
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。 

井
川
町
役
場
を
去
る
に
あ
た
っ
て
私
の
思

う
と
こ
ろ
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

井
川
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
し

か
も
県
都
秋
田
市
に
も
近
く
、
大
き
な
可
能

性
を
持
っ
て
い
る
地
だ
と
思
い
ま
す
。
井
川

町
は
こ
れ
ま
で
各
界
に
多
く
の
人
材
を
輩
出

し
て
来
ま
し
た
し
、
現
在
も
町
に
は
個
性
豊

か
で
活
力
に
充
ち
た
方
々
が
た
く
さ
ん
い
る

と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
上
で
大
切
な

こ
と
は
、
先
ず
何
を
目
指
す
の
か
、
目
標
を

定
め
る
こ
と
、
そ
し
て
役
場
職
員
と
町
民
の

み
な
さ
ま
と
が
如
何
に
相
互
理
解
を
深
め
、

協
力
し
て
行
く
か
に
尽
き
る
と
思
う
の
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
ど
う
い
う
理
念
や
目
標

を
共
有
で
き
る
か
で
す
。

私
は
一
般
論
と
し
て
は
、
多
様
な
考
え
、

多
様
な
価
値
観
が
共
存
し
混
在
す
る
社
会
の

方
が
、
単
一
の
価
値
観
に
無
理
や
り
統
一
さ

れ
、
目
標
も
強
引
に
定
め
ら
れ
る
社
会
よ
り

遥
か
に
安
定
し
た
よ
り
よ
い
社
会
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
町
お
こ
し
や
特
産
品
の
開
発

の
よ
う
な
話
は
、
価
値
観
や
目
標
を
共
有
す

る
人
が
多
い
ほ
ど
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
ま

す
。実

際
全
国
で
の
成
功
例
は
町
全
体
が
共
通

認
識
を
持
ち
、
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
と
こ

ろ
が
殆
ど
で
す
。

井
川
町
が
町
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
も

の
は
何
か
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
や
イ
メ
ー
ジ
を

ど
う
つ
く
り
、
ど
う
発
信
し
て
行
く
か
、
特

産
品
の
開
発
や
雇
用
の
場
を
ど
う
作
っ
て
行

く
か
な
ど
、
理
念
や
目
標
を
共
有
で
き
る
人

び
と
の
輪
が
ど
の
ぐ
ら
い
に
な
る
か
が
カ
ギ

だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
毎
年
各
町
内
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
が
、
例
え
ば
ま
ち
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
国
花
苑
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
の

意
見
は
多
種
多
様
で
あ
り
ま
し
た
し
、
彫
刻

コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
も
町
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
は
賛
否
両
論
で
甲
論
乙
駁
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
井
川
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
是
非
み
な
さ
ん
で
意
見
を
交
わ
し
、

言
わ
ば
町
民
の
み
な
さ
ん
の
、
意
見
の 

最

大
公
約
数
（
質
）
と
最
小
公
倍
数
（
質
）
を

求
め
続
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

共
通
の
理
念
を
有
す
る
人
び
と
の
輪
が
大

き
い
ほ
ど
外
に
対
し
て
も
大
き
な
力
を
発
揮

出
来
ま
す
。

し
か
し
、
無
理
に
集
約
し
た
も
の
は
本
当

の
力
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
拙
速
を
避
け
て
集

約
で
き
る
理
念
を
探
し
、
共
有
出
来
る
目
標

を
見
つ
け
る
こ
と
が
肝
腎
で
す
。
そ
れ
が
で

き
な
け
れ
ば
個
々
人
の
バ
ラ
バ
ラ
の
力
で
終

わ
り
大
き
な
力
を
生
む
チ
ー
ム
の
力
に
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

ま
た
、集
約
で
き
て
も
そ
れ
を
固
定
せ
ず
、

絶
え
ず
見
直
し
、
よ
り
よ
い
も
の
を
求
め
続

け
て
行
く
こ
と
こ
そ
、
ま
ち
の
発
展
に
つ
な

が
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
何
か
私
で
お
役
に
た
つ
こ
と
が
あ

れ
ば
井
川
町
の
応
援
団
の
ひ
と
り
と
し
て
微

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
と
井
川
町
の
今
後
の
発
展
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

鈴木峰晴副町長が退任

井川町役場は４月から第２次の大幅な機構改革を行い再ス
タートします
鈴木副町長は、この機会に人心を一新して決意を新たにして
取り組んで欲しいとの考えから、３月31日をもって井川町
副町長を退任されました。
鈴木副町長は平成16年６月に井川町助役に就任され、以来
約４年間にわたり豊富な経験と人脈を活かし、様々な面で町
の発展に尽力されました。

▲ 
３
月
議
会
終
了
後
、
退
任
の
挨
拶
を
す
る
鈴
木
副
町
長
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

新しいお年寄りの保険制度がスタートしました

後
期
高
齢
者
医
療
対
象
者
の
方
へ

（
75
歳
以
上
、
寝
た
き
り
等
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
65
歳
以
上
の
方
）

〜
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
〜

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

該
当
と
な
る
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問い合わせ先

秋田県後期高齢者広域連合
電話（８３８）０６１０

井川町町民課
電話（８７４）４４１７
有線   ４４３２

保険料の納め方
これまで加入していた健康保険や年間の年金額で、納め方や納める
時期が違います。

年金の年額が18万円以上である

あなたは特別徴収対象者です

年額18万円以上の年金を受け取っ

ている方は、４月15日の年金支給

日から、介護保険料と同様に年金

から差し引かれることになります。

【４月に届くもの】

・仮徴収額決定通知書、特別徴収

開始通知書

・年金振込通知書

あなたは普通徴収対象者です

納付書や口座振替等により町に納

めることになります。納期は全部

で８期あり、７月から納めること

になります。

【７月に届くもの】

・保険料額決定通知書

・納入通知書（納付書）

※介護保険料と合わせた保険料額が、年金の２分の１を超える場合は普通
徴収対象者となります。

◆国民健康保険に加入していた方

◆社会保険等の加入者本人だった方

平成20年７月から納めていただくことになります。

特別徴収の対象となる方は、１期から３期までは（７月から９月）納付書や口座振替等により町へ納め、
10月からは年金より天引きとなります。
普通徴収の対象となる方は、１期から８期まで納付書や口座振替等により町へ納めます。

【７月に届くもの】

・保険料額決定通知書　　・納入通知書（納付書）

◆社会保険等の扶養者だった方

平成20年 10月から納めていただくことになります。

１期から３期までは（７月から９月）保険料の徴収がありません。
10月からは、特別徴収の方は年金より天引きとなり、普通徴収の方は納
付書や口座振替によって収めることになります。

【７月に届くもの】

・保険料額決定通知書　　・納入通知書（納付書）

はい いいえ
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街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

4月の公民館行事

みんなと楽しく活動してみませんか～

井川町スポーツ少年団員募集

　平成20年度井川町スポーツ少年団員を募集しま

す。活動種目は野球、男女ミニバスケットボール、

空手道、柔道、剣道、相撲の６種目ですが、今年度

から総合型地域スポーツクラブとして活動しますの

で、一人の団員が単一種目だけでなく、複数の種目

に参加することができます。また、ニュースポーツ

などを合同で楽しむ企画などもあります。

参加を希望される方は、町民体育館または各ス

ポーツ少年団へお申し込みください。締め切りは４

月10日（木）です。

★合同入団式

■と　き：４月17日（木）午後６時　

■会　場：井川町町民体育館

■内　容：団員紹介、活動の目安の確認　他

和太鼓サークル会員募集

　和太鼓に興味があり、打ってみたいとお思いの方、参

加してみませんか。井川桜爛太鼓創作会のみなさんが指

導します。　　

参加を希望される方は、町民公民館または各学校の担任

の先生にお申し込みください。締め切りは４月25日（金）

です。

■対　象　小・中学生

■練習日　第２・第４土曜日　午後３時～

■開講式　５月10日(土)　赤沢山荘

4
月
の
公
民
館
活
動

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

英 会 話 教 室

毎週水曜日

18：30～19：30

（初心者）

19：40～21：40

（中　級）

公 民 館

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

和太鼓サークル 12日、26日（土） 公 民 館

井 川 高 齢 大 学
入 学 式

23日（水） 9:30 町民体育館

いい汗流そう！健康づくり 毎週木曜日10:00、19：00 町民体育館

公民館ギャラリー

「 書 道 ４ 人 展 」
湊祥山、佐藤晃山、石井昭広、千田貢氏の作品を展示

□期間　４月１日（火）～４月 30日（水）
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４月から本格稼動開始
八郎湖周辺クリーンセンター竣工式

井川町、五城目町、八郎潟町、大潟村の南

秋４町村と男鹿市で組織する八郎湖周辺清掃

事務組合が男鹿市若美地内に建設していたご

み処理施設「八郎湖周辺クリーンセンター」

が完成。３月 28日に行われた竣工式では施

設の管理者、副管理者となる市町村長を始め

設計施工関係者らが４月の本格稼動を前に施

設の安全操業を祈願しました。

14

事故ゼロ、飲酒運転撲滅へむけて
井川町交通安全協会総会

井川町交通安全協会総会が３日、町環境改

善センターで開催され、会員ら約 30名が出

席しました。

開会に先立って、新年度に向けて安全祈願

が行なわれ、地域からの飲酒運転撲滅を誓い、

無事故・無違反の決意を新たにしました。

また、役員改選の結果、会長には藤田俊悦

さん（新屋敷）が再任されました。

卒業おめでとうございます
３月 11日  井川中学校 64人

３月 13日  井川小学校 72人

３月 17日  こどもセンター 43人

巣立ちのとき巣立ちのとき
自信を胸に自信を胸に   

卒業式卒業式

３/２

３/28
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小・中学生の競技成績をたたえる
井川町スポーツ栄光賞授与式

平成 19年度中にスポーツ競技で輝かしい

成績をおさめた個人および団体に贈られる井

川町スポーツ賞の授与が井川小・中学校で行

なわれました。（入賞者は広報3月号に掲載）

特に活躍が目立った小学校では、奨励賞を

受賞したそれぞれの種目の選手達が名前を呼

ばれると大きな声で返事をし、町からの記念

品を誇らしげに受け取りました。

湊　ハル子さん
（坂　本）

功
績
を
た
た
え
て

功
績
を
た
た
え
て

湊
さ
ん
は
、
平
成
２
年
か
ら
平
成
19
年
11

月
30
日
ま
で
16
年
11
ヵ
月
に
わ
た
り
民
生
・

児
童
委
員
と
し
て
町
の
社
会
福
祉
の
増
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◆
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
表
彰

スポーツの結果ですスポーツの結果です

見事 !!　ミニバスケット女子東北優勝

　

第27回東北ブロックスポーツ少年団

ミニバスケットボール交歓大会（岩手県一関市）

３月１日から２日にかけて行われた同大会で井川ミ

ニバスケットボールスポーツ少年団は他を寄せつけぬ

強さで３戦３勝。見事ブロック優勝を飾り、最優秀賞

を受賞しました。

【Cブロック結果】

　　　井川　52－28　喜多方第一（福島）

　　　井川　51－37　松園イーグルス（岩手）

　　　井川　43－34　滝山ミニバス（山形）

お詫びと訂正　
３月号で掲載したスポーツ栄光賞受賞者

の名前に誤りがありましたので訂正して

お詫びいたします。

女子ミニバススポーツ少年団
　半田莉菜さん、鈴木愛美さん
野球スポーツ少年団
　景山康平さん
中学男子バスケットボール部
　門間邦維さん、白川晃弘さん

３/８

３/１～２
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平
成
20
年
度 

有
線
放
送
使
用
料
を
次
の

と
お
り
指
定
さ
れ
た
口
座
よ
り
振
り
替
え
い

た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
振
替
日
及
び
金
額

①
月
払
い
の
方

毎
月
24
日
（
郵
便
局
は
25
日
）

振
替
額
１
、０
０
０
円
／
計
１
２
、０
０
０
円

②
年
払
い
の
方

４
月
24
日　

振
替
額
１
２
、０
０
０
円

※
振
替
日
当
日
ま
た
は
前
日
が
金
融
機
関
等

の
休
業
日
に
あ
た
る
場
合
は
、
休
業
日
前

日
ま
で
に
指
定
口
座
へ
の
入
金
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
納
入
済
通
知
書
等

は
発
行
し
ま
せ
ん
。
後
日
必
ず
指
定
口
座

の
通
帳
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
口
座
番
号
、
名
義
、
金
融
機
関
等
の
変
更

の
際
に
は
、
４
月
17
日
（
木
）
ま
で
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】 

町
有
線
放
送
セ
ン
タ
ー 

電
話
（
８
７
４
）
２
６
１
０
／
有
線 

４
４
８
８

有
線
放
送
使
用
料
の
納
入
に
つ
い
て

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
方
へ

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
方
は
、
ご

自
身
で
確
認
し
、
お
手
続
き
を
い
た
だ
か
な

い
と
記
録
が
統
合
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加
入
記
録
を
十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

名
寄
せ
作
業
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
別

の
方
の
記
録
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、お
送
り
す
る
「
年
金
記
録
の
お
知
ら
せ
」

に
は
記
載
し
て
お
ら
ず
、
基
礎
年
金
番
号
と

結
び
つ
け
て
い
る
記
録
だ
け
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

お
勤
め
先
な
ど
の
欄
に
記
載
も
れ
が
な
い

か
、
ま
た
資
格
取
得
年
月
日
、
資
格
喪
失
年

月
日
の
誤
り
が
な
い
か
な
ど
を
十
分
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
訂
正
が
な
い
場
合

同
封
の
「
年
金
記
録
照
会
票
」
か
ら
「
確

認
は
が
き
」
を
切
り
取
っ
て
〝
訂
正
が
な

い
〞
を
○
で
囲
み
、
提
出
年
月
日
、
氏
名

を
記
入
の
う
え
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
訂
正
が
あ
る
場
合

同
封
の
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
に

必
要
事
項
を
記
入
い
た
だ
き
、「
確
認
は

が
き
」
を
切
り
取
ら
ず
〝
訂
正
が
あ
る
〞

を
○
で
囲
み
、
次
の
手
続
き
を
お
こ
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
年
金
受
給
者
の
方
】

・
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
に
年
金
証
書

を
添
え
て
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
で

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

・
社
会
保
険
事
務
所
へ
来
所
で
き
な
い
場
合

は
年
金
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
郵
送
に
よ
る

手
続
方
法
等
を
ご
案
内
し
ま
す
）

【
現
役
加
入
者
の
方
】

・
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
を
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
窓
口
か
ら　
　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」　

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
た
方
へ

平
成
19
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利

用
さ
れ
、
引
き
続
き
平
成
20
年
度
も
在
学
予

定
の
方
に
対
し
て
、
今
年
度
か
ら
ハ
ガ
キ
形

式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
同
封
の
記

入
例
を
確
認
の
う
え
、
必
要
事
項
を
記
載
し

て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
在
学
さ
れ
る
学
校
等
に
変
更
の

あ
る
方
な
ど
は
、
こ
の
申
請
書
で
は
申
請
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
も
し
く
は
社
会
保
険

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
つ
い
て
は
制
度
の

利
用
を
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
前
納
割
引
」
の
納
期
限
は
４
月
30
日
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
社
会
保
険
事
務
局 

電
話
０
１
８
（
８
８
３
）
１
６
７
０
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脳
ド
ッ
ク

■
対
象
者　

40
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

□
受
診
で
き
な
い
方

①
平
成
18
〜
19
年
度
に
町
の
助
成
を
受
け
て

受
診
し
た
方

②
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い
る
方

③
人
工
関
節
・
人
工
頭
骨
・
義
手
・
針
治
療

の
置
き
針
な
ど
を
し
て
い
る
方

④
手
術
に
よ
り
、
金
属
類
で
縫
合
し
て
い
る
方

■
医
療
機
関

秋
田
県
立
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー

■
費
用
額

①
国
保
加
入
者 

１
０
、０
０
０
円

②
国
保
以
外
の
方 

１
５
、０
０
０
円

■
募
集
人
員

①
国
保
加
入
者 

15
人

②
国
保
以
外
の
方 

10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
い
た
し
ま
す

■
受
診
予
定
日

受
診
日
は
脳
研
セ
ン
タ
ー
か
ら
指
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
町
よ

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
予
定
は
平
成
20
年
６
月
か
ら
平
成
21
年

２
月
ま
で
の
期
間
で
す
）

■
検
査
内
容

尿
、
血
液
（
貧
血
・
血
清
蛋
白
・
脂
質
・

糖
尿
病
・
肝
機
能
・
腎
機
能
）、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
、
頸
動
脈
超
音
波
検

査
、
心
電
図
、
眼
底
、
胸
部
Ｘ
線
検
査

『
脳
ド
ッ
ク
』『
人
間
ド
ッ
ク
』
受
診
希
望
者
を
受
付
け
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
（
国
保
加
入
者
の
み
）

■
対
象
者　

30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

□
受
診
で
き
な
い
方

平
成
18
〜
19
年
度
に
町
の
助
成
を
受
け
て

受
診
し
た
こ
と
の
あ
る
方

■
医
療
機
関

Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連　

湖
東
総
合
病
院

■
費
用
額　
　

１
０
、０
０
０
円

■
募
集
人
員　

男
性
２
名
・
女
性
２
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
い
た
し
ま
す

■
受
診
予
定
日

受
診
日
は
湖
東
病
院
よ
り
指
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
湖
東
病
院

よ
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
予
定
は
平
成
20
年
６
月
か
ら
12
月
ま
で

の
期
間
で
す
）

■
検
査
内
容

尿
、
身
体
測
定
、
血
圧
、
血
液
（
貧
血
・

脂
質
・
血
糖
・
肝
機
能
・
腎
機
能
）、
心

電
図
、
眼
底
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
腹
部
超

音
波
、
各
種
癌
（
胃
部
・
婦
人
科
）
検
査

〔
脳
ド
ッ
ク
・
人
間
ド
ッ
ク
共
通
事
項
〕

■
募
集
期
間

４
月
７
日
（
月
）
〜
25
日
（
金
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
日
祝
除
く
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
役
場　

町
民
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線
４
４
３
７

訂正　３月号 12頁の国民健康保険受給者証の交付対象者に「新規対象者」がありました
が、制度改正による新たな受給者証の交付はありませんので訂正いたします。

小坂正人 油 絵 展

■日　時　４月25日～５月1日（入場無料）

■場　所　井川町農村環境改善センター　２F

小坂正人（葹田出身）

昭和 19年生まれ

平成４年から東京都美

術館・三軌会 11 回連

続入選

【問い合わせ】役場総務課
８７４（４４１１）有線４５６１

■協　賛　首都圏ふるさと井川会
　　　　　日本国花苑さくらまつり実行委員会

４
月
１
日
か
ら
加
入
手
続
き
開
始

「
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
（
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
）」
の
加
入
手
続
き
と
、
交

付
金
の
交
付
申
請
が
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
対
象
品
目
は
従
来
ど
お
り
生
産
条
件

不
利
補
正
対
策
交
付
金
が
麦
・
大
豆
、
収
入

減
少
影
響
緩
和
対
策
交
付
金
が
米
・
麦
・
大

豆
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
農
業
者

　
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担
い
手
」

　

認
定
農
業
者
（
４
㌶
以
上
）

　

特
定
農
業
団
体
等
（
20
㌶
以
上
）

『
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
（
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
）』
手
続
開
始

経
営
規
模
要
件
に
は
、
中
山
間
地
域
の

地
域
特
例
や
所
得
水
準
の
所
得
特
例
等
の
ほ

か
、市
町
村
の
特
認
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
加
入
手
続
き

４
月
１
日
〜
６
月
30
日

■
受
付
場
所

　

最
寄
の
農
政
事
務
所
及
び
各
地
域
課

※
詳
細
は
秋
田
農
政
事
務
所
地
域
第
１
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
農
政
事
務
所
地
域
第
１
課

電
話
０
１
８
５
（
５
８
）
２
３
１
１
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粗大ごみを収集します

■燃えない粗大ごみ　収集対象品目と手数料

収集手数料 ５００円 収集手数料 １００円

スチール製机、電子レン
ジ、ホームタンク等の大
型のもの

自転車、三輪車、小型石
油ストーブ、扇風機、ガ
ステーブル、乳母車等の
小型のもの

■家電リサイクル法の施行により、テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・エ

アコン・洗濯機は、町では収集しませんのでご注意ください。

■家庭用パソコン、モニター類も収集しません。

■農機具・古タイヤ・バッテリーは受け付けしません。

■一時多量ごみは排出者が町に搬入の申込をしてください。

【ごみ収集に関する問い合わせ】

役場町民課　　電話（874）4416

　　　　　　　有線 4441

□燃える粗大ごみ　収集対象品目と手数料

収集手数料 ５００円 収集手数料 １００円

タンス、本棚、テーブル、
机等の大型のもの

布団、マットレス、座布団、
椅子、ジュータン・カー
ペット等の小型のもの

収集対象町内 受付時間 搬入場所

大　台   ９：00～  ９：10 大台生活改善センター前

井　内・仲　台   ９：15～ ９：25 井 内 分 館 前

綱木沢・赤　沢   ９：30～  ９：40 斎藤祐治さん宅前町道

大　麦・寺　沢
葹　田・館　岡

  ９：50～ 10：00 コミュニティセンター前

宇治木・小　泉
新　間

10：05～ 10：15 宇 治 木 分 館 前

八　幡・大　倉
保野子・上　村
坂　本・大野地
横　岡

10：25～ 10：35 町 民 体 育 館 駐 車 場

街　道・小竹花
中下村

13：00～ 13：15 役 場 北 側 駐 車 場

田　中
羽　立

13：20～ 13：35 浜井川地区集会所前

新屋敷・さくら 13：45～ 13：55 浜井川踏切前（さくら団地北側）

小今戸 14：00～ 14：10 小 今 戸 分 館 前

今　戸 14：15～ 14：25 今 戸 グ ラ ウ ン ド

海老沢 14：35～ 14：45 海 老 沢 分 館 前

※収集対象町内を指定していますが、搬入はいずれの場所でも受付け
ますので、ご都合に合った時間と場所へ搬入してください。

□燃える粗大ごみ　　　4月15日（火）

■燃えない粗大ごみ　　4月17日（木）

新しい分別方法 袋の種類

可燃ごみ

生ごみ・衣類・布皮類・木くず・

プラスチック類・紙くず類・カッ

プ類・パック類

可燃専用袋

不燃ごみ

金属類・陶器類・ガラス類・蛍

光管・電球・電池・化粧品びん・

薬びん・調味料びん・スプレー

缶

不燃専用袋

資源ごみ

缶類 スチール缶・アルミ缶 缶類専用袋

ガラスびん

無色、茶色、その他

（飲料用のみ）　

※それ以外は不燃ごみ

空きびん専用袋

ペットボトル
清涼飲料・酒類・しょうゆ

※それ以外は可燃ごみ

ペットボトル

専用袋

粗大ごみ
家電製品・乗物類・家具類

寝具類

４月から家庭ごみの収集が変わります
八郎湖周辺ごみ処理施設（八郎湖

周辺クリーンセンター）が４月から

本稼動することに伴い、一部町内の

収集日が変わりますのでご協力お願

いします。また、ごみ袋も新しい形

に変わります。

これまでと変更となる主なもの

は、ごみ袋は全て手付きのものに、

ペットボトルの収集は毎週水曜日な

どとなります。

※ペットボトル収集日は毎週水曜日になります。

※現在お手元にあるごみ袋はなくなるまでそのままご使用いただき
　その後新しい袋に切り替えていただくことになります。
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みんなで守ろう！地域のきれいな環境

４月20日（日）
『全町一斉清掃』を実施します

〔清掃内容〕

●道路側溝、カーブミラー、ガードレール、不法投

棄箇所などの清掃

●地区集会所など共同施設の清掃

●地域河川のクリーンアップ

●ねずみや衛生害虫の発生源の除去

●その他、地域の状況に応じた環境衛生活動

〔清掃のポイント〕

①各町内で側溝汚泥と可燃ごみや不燃ごみ類等を分別

すること

②一斉清掃による側溝汚泥は、最終処分場に搬送する。

搬送時は泥などを路上に飛散させないこと

③側溝汚泥以外のその他のごみは町で別途収集します

④最終処分場では大台・井内町内会が立会い、不適正

なものは受け入れしませんので、各町内では分別

の徹底をお願いします。

⑤町内一斉清掃以外の個人のごみは受け入れません

【問い合わせ】

井川役場税務町民課 町民サービス班

電話０１８（８７４）４４１６／有線4441

「
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」
が

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

県
で
は
、「
ふ
る
さ
と
秋
田
」
の
多
様
な

森
林
を
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
に
守
り
育
て

て
い
く
た
め
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
「
秋
田

県
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」
に
よ
る
取
組
を

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

税
の
し
く
み

■
納
め
る
方
は
？

　

個
人　

１
月
１
日
に
県
内
に
住
所
が
あ
る

方
、
県
内
に
家
屋
敷
な
ど
を
持
っ

て
い
る
方

　

法
人　

県
内
に
事
務
所
な
ど
を
持
っ
て
い

る
法
人

■
納
め
る
額
は
？

　

個
人　

年
８
０
０
円

　

法
人　

法
人
県
民
税
額
の
８
％
相
当
額

■
納
め
る
時
期
や
方
法
は
？

平
成
20
年
度
か
ら
住
民
税
と
い
っ
し
ょ
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
税
の
使
い
道
は
？

①
生
育
の
思
わ
し
く
な
い
ス
ギ
人
工
林
を
針

広
混
交
林
へ
誘
導
し
ま
す
。

②
枯
れ
た
マ
ツ
林
の
伐
採
と
植
栽
を
行
い
ま
す
。

③
身
近
な
里
山
林
の
保
全
・
活
用
を
図
る
取

組
み
を
行
い
ま
す
。

④
森
林
環
境
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

支
援
な
ど
、
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
水
と
緑
推
進
課

電
話
０
１
８
（
８
６
０
）
３
８
３
８

「わいわい広場」さくらっこ「わいわい広場」さくらっこ

みんなおいでよ
いっしょに遊ぼう

子育てについて普段感じていることなどを、同じ子

どもを持つ仲間といっしょに語りあいましょう。

子どもたちは広場で自由に友達と遊んだりお母さん

同士で育児に関する情報交換したり、お友達にもな

れます。保健師や保育士ももいます。

楽しく触れ合いましょう。

気軽にいらしてください。まってまーす♪

☆実施日　　毎週月曜日

☆時　間　　９時30分～ 11時 30分

☆場　所　　健康センター・こどもセンター

■４月の予定

日にち 内　　容 場所

14日

21日

28日

友だちになろう

体を動かして遊ぼう

絵本の読み聞かせ

健康センター

〃

〃

※参加申し込みは必要ありません。
　自由に参加できます。
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井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail webmaster@town.ikawa.akita.jp

ホームヘルパー２級養成講座

医療法人正和会ではホームヘルパー
２級の養成研修を開催します。
□受講対象　全過程の受講が可能で、
資格を取得し、福祉の職場を希望
する方。ボランティア活動を希望
の方。高齢者を抱えて知識を必要
としている方。満60歳未満の方。

□募集人員
　60人（定員になり次第締切）
□研修日程　平成20年５月12日（月）

～９月26日（金）
□研修会場　医療法人正和会　会議室
□受講料
35,000円（他に教材費約7,000円）

□その他
医療法人　正和会の新規事業にお
いて、職員を採用する場合には、
この研修を修了し、適任とされた
ものに応募の機会を提供します。

【申込・問い合わせ】
医療法人正和会　担当 柴田
電話０１８（８７７）７１１０

国家公務員「国税専門官」採用試験  

仙台国税局では、平成 21年４月採
用の税務職員を募集しています。
□受験資格
（１）昭和54年４月２日

～昭和62年４月１日生まれの者
（２）昭和62年４月２日以降生まれ

の者で大学を卒業および21年
３月までに卒業見込みの者また
は人事院が大学卒業と同等の資
格があると認める者

□申込期間　４月１日～14日
　申込書の提出はできるだけ郵送（配
達記録）にしてください。

□申込書提出先
　希望する第１次試験地の国税局
□試験日　
（１）第１次試験　６月15日（日）
（２）第２次試験
　７月28日～31日の指定する日　
【問い合わせ】
仙台国税局人事第二課試験研修係
電話０２２（２６３）１１１１

労働保険更新手続きをお忘れなく

お忘れなく　労働保険の更新手続きは
４月１日～５月20日までに

労働保険（労災保険・雇用保険）の保
険料は、事業主が年度当初に概算で申告・
納付し、翌年度の当初に確定申告のうえ、
精算することになっています。
平成 20年度の申告・納付期間は４
月１日から５月 20日です。お早めに
お手続きをお願いします。
※平成19年度より石綿健康被害救済
のための「一般拠出金」の申告・
納付が始まっていますが、労働保
険の年度更新と併せて申告・納付
します。

※電子申請もご利用になれます。
　電子申請の総合窓口

　http://www.e-gov.go.jp

【問い合わせ】秋田労働局
電話０１８（８８３）４２６７

秋田労働基準監督署
電話０１８（８６５）３６７１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

〜
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
慎
重
に
〜

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
し
た

り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
で
買
い
物

を
し
た
際
に
、
代
金
を
送
っ
た
の
に
商

品
が
届
か
な
か
っ
た
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
や

被
害
に
関
す
る
相
談
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
自
宅
で
で
き
る
手
軽

で
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
反
面
、
詐

欺
な
ど
の
被
害
に
遭
う
場
合
も
多
い
の

で
、
次
の
点
に
注
意
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

◎
取
引
相
手
と
は
、
電
子
メ
ー
ル
だ
け
で

な
く
、
加
入
電
話
や
手
紙
な
ど
他
の

方
法
で
も
連
絡
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
代
金
の
支
払
い
は
、
で
き
る
だ
け
第

三
者
が
取
引
を
仲
介
す
る
代
金
取
引

サ
ー
ビ
ス
や
現
金
書
留
な
ど
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

◎
次
の
よ
う
な
場
合
は
特
に
注
意
し
、
不

安
を
感
じ
た
ら
取
引
の
中
止
な
ど
の

対
応
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

・
相
手
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
フ
リ
ー

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
場
合

　

・
電
子
メ
ー
ル
以
外
に
連
絡
が
付
か
な

い
場
合

　

・
振
込
み
以
外
の
支
払
い
方
法
に
全
く

応
じ
な
い
場
合

◎
取
引
す
る
商
品
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
の

デ
ー
タ
や
、
相
手
と
の
連
絡
の
状

況
、
代
金
取
引
に
関
す
る
書
類
な

ど
は
大
事
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
場
合
は
、
次
の
「
サ
イ

バ
ー
犯
罪
１
１
０
番
」
ま
た
は
最
寄

の
警
察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
１
１
０
番

０
１
８
（
８
６
５
）
８
１
１
０

（
警
察
本
部
内
）

五
城
目
警
察
署

０
１
８
（
８
５
２
）
２
１
１
０

E
m
ail  　

cyber1
1
0
@
viola.ocn.ne.jp

駐
在
所

駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５



21

 7 日P

　　〃

 8 日Q

20 日O

井川小学校入学式 （10：00～）

井川中学校入学式 （13：30～）

こどもセンター入園式（10：00～）

全町一斉清掃

の ４月

保健だより●４月分

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

 ４月　７日
21日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の交付
保健指導、栄養指導

毎週月曜日
※祝日は除く

わ い わ い
広 場

乳幼児・親等が対象。みんなで遊びながら情
報交換や相談(育児、栄養等)もできます

9：30～11：30
健康センター等

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

４月25日
（金）

す く す く
学 級 H20年１月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30～ 9：45
健康センター

乳 児 健 診
19年 12月、9月、
6月、4月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませてください

予 防 接 種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

４月　７日
（月）

３ 種 混 合
予 防 接 種

Ⅰ期：H19年４月５日～H20年１月８日生まれの児お
よび７歳6ヵ月未満で未実施児
Ⅰ期追加：Ⅰ期初回（３回）終了後１年を経た児

13：30～14：00
井川町診療所

４月14日
（月）

MR ワクチン
接 種

1期  H18年４月12日～H19年４月15日生児
2期  H114年4月２日～H15年4月1日生児

13：30～14：00
井川町診療所

４月17日
（木）

BCG 接 種 H19年10月15日～H20年１月18日生児
13：30～14：00
井川町診療所

子宮がん・乳がん検診の予約
対象：元号（昭和）の偶数年生まれの方

医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

湖 東 総 合 病 院 で
検診を希望する方

月～土　9時～ 11時（第２・４土曜日を除く）
病院･福祉活動室
電話875-2100

秋田組合総合病院で
検診を希望する方

月～金　7時 45分～ 8時（検診受付）
【電話予約は毎週月～金曜日の13時～ 16時まで】

病院･福祉活動室
電話880-3013

食生活改善推進員養成講座・協議会研修会
月　日 内　　　容 受付時間・会場

４月 16日
（水）

・平成19年度食生活改善養成講座修了書授与
・食生活改善推進協議会総会

9：30～ 12：00
健康センター

ぼくたち、
むしば なかったよ

１歳６ヵ月児健診で

むし歯のなかったこどもたちです

三浦夏
なつき

嬉ちゃん
（井 内）

若狭善
よしはる

元ちゃん
（海老沢）

三輪陽
ひ な

菜ちゃん
（さくら）

大越真
まひろ

洋ちゃん
（田 中）

安保和
かずま

真ちゃん
（綱木沢）

「食生活改善推進員養成講座」受講生を募集します
町では平成20年度食生活改善推進員養成講座の受講生を募集します。健康な
生活を送るためには毎日の食事が大切です。食材のもつ栄養や年齢、それぞれ
の体調に合わせた必要な食事量などを学び、食事づくりに役立てましょう。
20時間の講習を受けると「ヘルスメイト」として、地域で活動もできます。

○申込み期限　　５月　９日（金）　　※今年度から男性の受講も可
○問い合わせ　健康センター　電話（874）３３００／有線４４５５まで

伊藤聖
せいや

矢ちゃん
（坂 本）

中山　色
しき

ちゃん
（街 道）

子どもを上手にほめて！

乳幼児期には、親や保育士の言うことを聞

かない時期、つい感情的になって怒ったり、

せかしたり、いらだってしまうことがよくあ

ります。「ほめ方上手は、しつけ上手」です。

上手にほめて子どものやる気をだす工夫を

してあげてください。

◎子どもが良い行いをした時には、具体的

に何々をしてくれてありがとうと、すぐ

にほめてあげましょう。

◎ほめる時は近づき視線を合わせ、感情を

こめて笑顔で抱きしめほめましょう。良

い行いをしたことが子どもに伝わりやす

くなります。

◎ほめる言葉といっしょにマイナス面の指

摘をしないようにしましょう。例えば

「やればできるじゃない。いつもそうし

てくれればいいのに」など。

◎出来たことだけほめると「良い結果」を

出すことを気にします。がんばった過程

もほめましょう。

◎良い行動、良くない行動への評価に一貫

性を持ちましょう。同じ行ないの評価を

大人の感情で左右しないこと。

【問い合わせ】井川町健康センター

電話（８７４）３３００／有線 ４４５５

わいわい広場だより
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井川短歌会詠草
井川短歌会詠草

嫁
入
り
に
母
が
夜
な
べ
し
て
縫
い
く
れ
し
薄
紫
の
紗し

ゃ

の
単ひ

と
え衣

好
む 

伊
藤
千
代
美

美
味
し
い
と
う
ど
ん
の
お
代
わ
り
す
る
孫
に
だ
し
汁
決
め
手
と
自
慢
し
て
い
う 

小
林　

タ
ミ

問
題
の
ギ
ョ
ウ
ザ
好
め
る
子
供
ら
へ
数あ
ま
た多

作
り
て
夕
餉
に
持
ち
行
く 

鈴
木
ヒ
ロ
子

八
十
路
過
ぎ
短
歌
書
い
て
る
我
を
見
て
朝
日
も
笑
う
上
手
に
な
れ
と 

工
藤　

美
穂

蕗
の
と
う
ほ
っ
こ
り
ほ
っ
こ
り
顔
を
出
す
我
が
家
の
庭
に
も
小
さ
な
春
が 

児
玉
千
代
子

夫
逝
き
て
心
萎
え
た
る
吾
を
抱
き
励
ま
し
く
る
る
友
あ
る
う
れ
し 

遠
藤
惠
美
子

嫁
ぎ
た
る
娘
の
夫
の
亡
く
な
り
て
語
り
て
は
涙
す
我
ら
夫
婦
は　

 

鈴
木　

鉱
造

ゆ
っ
た
り
と
川
面
を
下
る
白
鳥
に
連
れ
の
柴
犬
目
も
く
れ
ず
行
く 

伊
藤
ミ
ヤ
子

日
に
幾
度
雪
捨
て
た
れ
ば
裏
川
に
餌
捕
る
鴨
は
吾
を
怖
れ
ず 

小
林　

喜
作

日
に
三
度
歯
を
磨
け
ど
も
防
げ
ざ
り
虫
歯
、
歯
周
病
、
他
の
諸
々
に　

 

す
ず
き
い
さ
む

この英会話は、毎週水曜日に定時有線放送で放送します。
「ひとくち英会話」のテキストとしてご利用ください。

Earth Day
「アースディ」

Our environment is becoming 

polluted and unhealthy. But, we 

can fight for a clean environment 

together. Earth Day is April 22nd.

This special day began in 1970 in the USA.But, 

today, Earth Day is popular all over the world. 

Let's celebrate Earth Day in Ikawa. Gather 

neighbors and friends on April 22nd.

Together, we can do something Earth friendly for 

Ikawa.

私たちをとり巻く環境は汚染され、有害になってきています。

しかし、私たちはきれいな環境にするために共に取り組むこ

とができます。4月22日はアースディです。この特別な日は

1970年にアメリカで始まりました。しかし、今日アースディ

は世界中に広まっています。井川でもアースディを祝いましょ

う。友達や近所の人達どうし、4月22日に集まってください。

そして一緒に井川の環境をよくするために何かできることをし

ましょう。

門間  美樹さん（坂本）

動物を助ける獣医に
なっていろいろな動物
を助けたいです。

工藤  嵩史さん（大麦）

手話通訳士になって耳
が聞こえない人とのか
け橋になりたいです。

菅生  達也さん（井内）

もっともっと空手をが
んばって立派な選手に
なりたい。

工藤  真樹さん（大倉）

投資家になり、大金も
ちになって平和にくら
したいです。
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遠
藤　

優ユ
ウ
ナ奈
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

　

父
・
純　
一
さ
ん

街
道
町
内

母
・
美
奈
子
さ
ん

みんなのひろば

図書カードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 平成 20 年度の一般会計当初予算はいく
らでしょうか？

(2) ３月 28 日に竣工式が行われたごみ処理
施設の名称は「八郎湖周辺○○○○セン
ター」？

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢
を記入してください。

◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場 総務課 広報担当まで

◆しめきり
４月 21日 ( 月 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で３人の方に図
書カードをプレゼントします。
前回の答えは、前回の答えは、（1）学力 （2）
９回目　でした。

広報クイズ　No.200

207

石井さんに奨励金

― 小畑母子福祉基金学術奨励金 ―

秋田県母子寡婦福祉連合会による小畑母子

福祉基金学術奨励金伝達式が３月 10日に行

われ、街道町内の石井奈央さんに表彰状と奨

励金が贈られました。

同基金は、故小畑勇二郎基知事が「母子

家庭のために役立ててほしい」と、寄付した

１千万円を基に同連合会が昭和５５年度に設

立したもの。

石坂さんは、学

業に励み成績優秀

で、素行も良く、

母を助け生活向上

に努力したことが

認められての受賞

となりました。

負
け
ま
い
と
必
死
に
練
習
し
、
３
年
時
に
は

キ
ャ
プ
テ
ン
も
務
め
ま
し
た
。

「
チ
ー
ム
の
柱
の
存
在
に
な
り
、
困
っ
た
と

き
に
得
点
を
取
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
」
目

指
す
選
手
像
に
近
づ
く
た
め
、
そ
し
て
チ
ー

ム
の
み
ん
な
と
共
に
全
県
ベ
ス
ト
８
の
壁
を

破
る
た
め
、
毎
日
の
練
習
を
精
力
的
に
こ
な

し
ま
す
。

真
面
目
な
部
員
が
多
く
、
試
合
だ
け
で
な

く
練
習
も
し
っ
か
り
と
や
る
の
が
チ
ー
ム
カ

ラ
ー
と
い
う
中
央
バ
ス
ケ
部
。
そ
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
真
面
目
で
一
生
懸
命
な
印
象
の
中

道
さ
ん
が
現
在
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
同
時
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
は
、
就
職
に
向
け
た
勉
強
と

体
を
鍛
え
る
こ
と
。「
消
防
士
に
な
っ
て
地

元
に
貢
献
し
た
い
で
す
」
と
将
来
の
目
標
を

明
確
に
持
ち
、
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

高
校
生
活
最
後
の
１
年
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
へ

の
情
熱
、
将
来
へ
の
強
い
意
志
、
ど
ち
ら
も

手
を
抜
く
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
バ
ス
ケ
は
ひ
と
り
で
は
で
き
な
い
。
試

合
に
出
て
い
る
選
手
、
ベ
ン
チ
メ
ン
バ
ー
や

他
の
部
員
も
含
め
て
の
競
技
。
全
員
で
力
を

合
わ
せ
て
勝
っ
た
と
き
の
喜
び
は
大
き
い
で

す
」
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
魅
力
に
つ
い
て
話
す

の
は
秋
田
中
央
高
校
３
年
生
の
中
道
凌
平
さ

ん
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始
め
た
の
は
中
学
校
に

入
っ
て
か
ら
で
す
が
、
ミ
ニ
バ
ス
経
験
者
に

秋田中央高校
バスケットボール部

中道凌平さん（３年・今  戸）
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日本国花苑さくらまつり日本国花苑さくらまつり

〔イベント日程〕

４月29日（火）　歌と踊りの集い
 ダースコチンドン隊

／10：00  国花苑野外ステージ

４月 29日（火）　全県選抜少年野球大会
／ 9：00  井川町民球場ほか

4月 29日（火）
 お花見フリーマーケット

／国花苑野外ステージ前芝生広場

【問い合わせ】

定住促進センター「国花苑」
電話018（874）2503

井川町役場 産業課 
電話 018（874）4418

〔開催期間〕　４月28日（金）～５月５日（金）〔開催期間〕　４月28日（金）～５月５日（金）

４月6日（日）～12日（土）

―春の火災予防運動―
「火は見てる  あなたが離れる  その時を」

○寝たばこは絶対やめる

○ストーブは燃えやすいものから

離すこと

○コンロなどのそばを離れるとき

は火を消す

●逃げ遅れ防止に住宅用火災警報

器を設置する

●寝具や衣料からの火災を防ぐた

めに防炎製品を使用しよう

●住宅用消火器等を設置しよう

●お年寄りや身体の不自由な人を

守るため、隣近所の協力体制を

つくろう

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

▼
役
場
組
織
機
構
改
革
に

伴
っ
て
「
広
報
い
か
わ
」

の
所
管
が
税
務
町
民
課
か

ら
総
務
課
へ
と
異
動
に
な

り
ま
し
た
。
▼
組
織
の
効

率
化
を
図
る
改
革
の
な
か
、

広
報
を
担
当
し
て
２
年
目

に
入
る
と
い
う
の
に
未
だ

仕
事
の
ペ
ー
ス
を
つ
か
み

き
れ
ず
毎
月
締
切
間
際
に

バ
タ
バ
タ
と
し
て
い
る
全
く
も
っ
て
非
効
率
な

私
で
す
が
、
気
持
ち
を
新
た
に
よ
り
読
み
や
す

い
「
広
報
い
か
わ
」
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
。
新
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ひ


